安平町酪農・肉用牛生産近代化計画書(案)の概要について
■安平町酪農・肉用牛生産近代化計画とは
　「酪農及び肉用牛生産の振興に関する法律」に基づき、計画期間を10年間とし、おおむね5年ごとに国が酪肉近代化基本方針・指標を策定後、都道府県が計画を策定し、市町村がそれを受けて計画を策定します。
　　安平町の酪農及び肉用牛の生産は、流通に恵まれた地理的条件にあることから、地域経済の発展のため基幹産業として重要な地位を占めており、安全で安心な食料を安定的に供給するとともに、関連産業との連携による高付加価値化、雇用の創出などが期待されています。
　こうしたことから、安平町の酪農・肉用牛生産の健全な発展と経営の安定を図るため、土地基盤に立脚した資源循環型の酪農・肉用牛生産の振興、生産から流通までを含めた近代化や関連産業との連携を総合的に推進するために具体的な振興方策を定めたものです。


【主な飼育規模拡大の目標】
	 
	乳牛総頭数
	生乳生産量
	肉用牛総頭数

	平成25年度(現状)
	2,231頭
	11,507トン
	3,571頭

	平成37年度(目標値)
	2,043頭
	11,950トン
	　3,720頭


■計画策定手続きの流れ

　　■北海道(胆振総合振興局)との協議 （事前協議）
　　■町民参画手続き （パブリック・コメント）

　　■北海道との協議 （正式協議）

　　■安平町告示
　　　　　　　　　　
　計画策定
　　■国、北海道への計画送付
①計画期間


　平成28年度から平成37年度までの10ヵ年間


②概略


　・酪農及び肉用牛生産が有する機能・役割を踏まえ、自給飼料基盤に立脚した酪農・肉用牛生産を振興します。


・国際化の進展に対応し得る産業構造の確立、担い手の育成と労働負担の軽減、乳牛及び肉用牛の飼養頭数減少への対応等により、安平町の酪農・肉用牛生産の発展を図ります。


・イアコーン等の自給濃厚飼料活用型低コスト家畜生産を推進し、生産コストの低減を図ります。


・地域全体の生産基盤に大きな影響を与えてしまう家畜伝染病に対し、関係機関と連携して防疫体制の充実を図ります。


③計画の位置づけ


・「酪農及び肉用牛生産の振興に関する法律」に基づき策定します。�・国が酪肉近代化基本方針・指標を策定後、都道府県が計画を策定し、市町村が　　　


それを受けて計画を策定します。�・計画期間を10年間とし、おおむね5年ごとに策定します。


④計画の方針


○ 飼料基盤を最大限に活かし、環境と調和のとれた酪農・畜産経営


・資源循環型の酪農・畜産業づくり


・飼料作物の生産性及び品質の向上


・公共牧場活用の推進


・飼料用稲の生産と未利用資源の活用推進


○ 家畜伝染病の侵入防止等


・口蹄疫等海外悪性伝染病への対応


・家畜衛生対策の推進





○ 生産技術の改善等による所得の確保


・乳用牛・肉用牛改良の推進


・関係機関との連携


○ 多様な担い手の育成・確保


・飼養管理技術等の導入


・畜産経営をサポートする経営支援システムの充実


・経営の複合化や経営内一貫体制などの促進


・多様な新規就農者の育成・確保


○ 需要に応じた安全・安心な畜産物の安定供給


・乳質改善への取組


・農場ＨＡＣＣＰの推進


・家畜の快適性に配慮した飼養管理方式の検討








